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永野 康治氏 博士学位申請論文審査報告書 
 
永野 康治氏の学位申請論文を下記の審査委員会は，スポーツ科学研究科の委
嘱をうけ審査をしてきましたが，2009 年 1 月 3 日に審査を終了しましたので，
ここにその結果をご報告します． 
記 
１．申請者氏名  永野 康治 
２．論文題名   膝前十字靱帯損傷予防への科学的基礎 
３．本文 
 本博士学位論文は近年諸外国でも注目を浴びている膝前十字靱帯（以下 ACL と略す）
損傷予防に向けて，現在スポーツ界で行われている，また今後行うべき取り組みについ
て，その科学的根拠を明らかにした質の高い論文であると言える．本論文は 176 頁か
らなり全部で 7 章に分かれている．その中でも特に価値が高いと思われる研究は第三章
の着地動作や切り返し動作における膝を中心とした 3 次元動作解析であり，Andriacchi
等が開発したPoint Cluster Technique (以下PCTと略す)をベースに独自のプログラム
を作成し，それを本実験に応用した点であると思われる．以下本論文の構成に従いその
評価を行いたい． 
 第 1 章の序論では欧米の文献の引用を中心として，ACL 損傷が若いスポーツ選手に
とっていかに時間的，また経済的な損失を生じさており，スポーツ界においての大きな
問題になっているかを述べている．それとともにここ 30 年の進歩が主に治療医学的な
進歩であり，予防医学的にはまだ受傷メカニズム，リスクファクター等で未知の部分が
多く，予防トレーニングの開発が遅れている現状を述べており，本研究の重要性を導き
出している． 
 第 2 章は ACL 損傷の中でもっとも受傷頻度が高く，社会問題になっている女子バス
ケットボールに注目し，その最高峰である日本女子バスケットボールリーグでの外傷発
生を試合時，練習時に分けて調査している．調査方法などは北京オリンピックで IOC
が用いた方法に準拠して行われており，選手 1 人 1000 時間あたりの受傷頻度を試合と
練習に分けて算出するなど，国際的に認知された手法でまとめられている．結果的には
諸外国の先行研究と同程度の発生頻度が示され，日本においても諸外国と同様の傾向に
あることが述べられている． 
 第 3 章は膝 ACL 損傷のリスクファクターの検討がなされており．大きく三種目のバ
イオメカニクス的研究が行われている．第 1 節の片脚着地動作の研究では，女子は男子
より有意に大きな膝内旋を示し，同時に大腿四頭筋優位の筋活動を示す事が判明した．
通常のバイオメカニクス的手法では精度の高い膝の回旋角度を得ることは困難であっ
たが，PCT を使用することによりそれが可能になった事は賞賛に値するといえる．第 2
節の着地・切り返しさらに両脚着地動作の実験は第 1 節の実験の延長線上にある実験で
ある．本実験の結果，片脚着地動作は両脚着地動作に比較し膝屈曲角度が小さく，膝内
旋変位量が大きい事が明らかにされた．特に切り返し方向と足部方向が異なる片脚着
地・切り返し動作では片脚着地に比較し，膝内旋変位量，外転変位量が大きく，このよ
うな動作が ACL 損傷のリスクファクターの一因になると考察されている．この考察は
従来から言われている Knee in の危険性をダイナミックな形で表現したきわめて重要
なポイントの考察であると思われる．第 3 節ではターン動作において体幹の位置と膝関
節の運動の関連を男女で比較検討している．結果として 180 度ターン時の体幹の前傾
角度と膝の内旋変位量，さらには体幹の側方傾斜角度と膝の内旋変位量に相関が見られ，
女子は男子より立った肢位，より浅い角度でターンしており，膝の内旋変位量も大きい
という興味深い結果が出されている．ただし PCT を体幹にまで応用することは，現状
においてはその精度に問題がありまだ信頼性が保証されていない．従ってこの 3 節の結
果はあくまで定性的評価にとどめておくべきものと考えられる． 
 第 4 章は現場でのスクリーニングを可能にするための，二次元画像を用いた膝動作解
析の有用性の検討である．結果として両脚着地時の二次元膝外反角度と三次元膝外反角
度の間に有意な回帰関係が得られ，二次元膝動作解析法を ACL 損傷リスクのスクリー
ニングに用いることができる可能性が示唆された．また着地肢位に関与する ACL 損傷
リスクファクターとしてスポーツ現場で計測可能なバランス能力，下肢アライメント等
を用いる事ができる可能性が判明した．このことにより現場で多数の選手に対して，科
学的根拠を持って二次元動作解析での ACL 損傷予防のスクリーニングテストや，予防
プログラムの効果判定を行うことができるようになった． 
 第 5 章は ACL 損傷予防プログラムの効果の検討である．まず文献的に歴代の予防プ
ログラムを検討することによって，近年のプログラムの多くに複数のトレーニング要素
が含まれていること．また単なる筋力トレーニングではなく，ジャンプやバランストレ
ーニングに加えトレーニング中に動作指導を行うメニューを追加することで，予防効果
を高めることができることが判明した．実際にジャンプ，バランストレーニングを中心
とした ACL 損傷予防トレーニングを女子バスケット選手に対し 5 週間施行し，トレー
ニング前後でその効果を比較した研究も行われた．その結果片脚着地時膝屈曲角度が増
加するとともに，ハムストリングスの接地前活動の増加が見られ，トレーニング効果の
意義が認められた．ただし今回の実験はトレーニング期間も短く，また人数も限られて
いるため，今後は諸外国で行われているように，母集団を広げた長期にわたる幅広い研
究が必要と思われる． 
 第 6，7 章では総合考察および今回行った実験的研究がまとめられており，その有用
性が述べられている．実験一つ一つは被験者数も少なく，手技もジャンプ着地動作や，
カッティング，ターン動作に限られておりスポーツでの受傷現場を忠実に再現したもの
ではない．しかしその実験手法は正確であり，また Andriacchi 等が開発した PCT を用
いたバイオメカニクス技術の最先端を行くものであり，データ解析結果も男女での差異
を明確に示すきわめて興味深いものであった．また二次元解析と三次元解析を同時に行
い現場で簡便に用いられる二次元解析の有用性の理論的根拠を示した点も評価に値す
るものであった．これらの論文の一部はすでに国内外の雑誌に投稿され，この部門の研
究者から日本発の研究としてかなりの評価を受けており，08 年 2 月に行われた IOC の
医学委員会での ACL 損傷予防の Consensus Meeting でも大きな反響を得た． 
 
 以上本論文は申請者が主体的に行った研究であり，その貢献度は極めて高い．また
12 月 4 日の公開審査会でも十分に価値のある研究とされた．したがって本審査委員会
は永野康治氏が博士（スポーツ科学）の学位を授与するにふさわしいものと認定する． 
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